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I.はじめに

旭川医科大学図書館では，闘病記コーナーを設置して

いる。設置にあたっては，本学独自の分類の作成を試

み，この分類作業に学生の協力を得たため，その内容に

ついて報告する。

また，現在の本学学生のおよその読書傾向と，本学図

書館が行っている読書促進活動についても併せて紹介す

る。

これらの内容は，平成25年8月に開催された日本看護

図書館協会第45回研究会にて報告の機会を頂いた際の発

表内容に加筆修正を加え纏めたものである。

Ⅱ．旭川医科大学の概要

旭川医科大学は昭和48年に設置された旧国立大学で，

法人化に伴い国立大学法人となった医学部単科大学であ

る。医学科6学年（平成26年度の入学定員は62名)，看護

学科4学年（同50名）と，大学院博士課程･修士課程が設
置されている。

図書館の主な利用者は，上記学部学生，大学教職員お

よび附属の病院職員のほか，近隣の看護専門学校の学生

や道内の医療機関の職員，一般市民等である。

Ⅲ．「闘病記コーナー」の設置

1．経緯

近年，闘病生活を経験した患者あるいはその家族等が

執筆した資料を収集する，いわゆる闘病記文庫が各図書

館で次々 と設置されているのは，既にご存じのことと思

う。医科大学である本学でも，その教育・研究に対して

与える効果を期待して，闘病記を収集してはどうかとい

う提案が数年前から持ち上がっており，平成23年頃から

当初予算として金額を設定し，資料の選定・購入を開始
していた。

2．国大図協地区助成事業への参加

これとほぼ時を同じくして，平成24年度国立大学図書

館協会の地区助成事業において，北海道大学が「学生協

働活性化のためのシーズ開発」を提案するため，これに

道内の他国立大学も参加しないかとの声がかけられた。

これに対し6大学がそれぞれ学生と協働できる活動を新

規発掘あるいは促進するための事業計画を持って参加

し，ワーキング・グループを結成することとなった。

本学では，ちょうど設置に向けて動き出していた闘病

記に関連させた内容で参加することとし，事業名を「闘

病記分類の学生協働と医学教育効果への期待」として計

画を提出した。提出した事業計画はおよそ下記の内容で

あった。

事業の目的:将来の医師･看護師である学生に対して，

患者の心情を理解する貴重な教育資料として闘病記を揃

えた，闘病記コーナーを設置する。提供にあたり，利用

しやすくするための分類を付与するが，この分類および

広報を学生と協働して行い，闘病記コーナーの認知度向

上と，資料の利用促進を図る。

事業の内容：他機関での闘病記コーナーの分類には，

通常，タイトルから内容がわかりにくいという理由から

病名が付されているが，本学では，教員からのアドバイ

スにより，患者の心情を理解するためにも，病名の他に

患者の年代や背景等，本学独自の分類を多数付与するこ

ととした。分類作業のためには該当図書をある程度読む

必要があることから，併せて感想・レビューも寄せても

らい，読む闘病記を選ぶための手がかりとして提供す

る。また，これらを纏めて紹介した小冊子等の広報物を

作成する。さらに広報のため，闘病記コーナーにちなん

だ記念イベントを開催する。イベントでは，闘病記を読

むことで医療従事者にどのような効果が期待できるか

と，闘病記コーナーの図書紹介をテーマとする。

3．事業の実施

この項で記載する事業内容については，この事業の取

り纏めとなった平成24年11月のワーキング・グループ報
告会において報告した内容に基づくものであることをお
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